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インドネシア知財制度の現地調査の概要報告
（日弁連知的財産センター・弁護士知財ネット合同調査）
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第２章　個別報告
　 
１　インドネシア最高裁判所　〔11／18午前〕
　　（市毛由美子）

（インドネシア最高裁判所正面　現在建物中央部にタワーを建設
している。銅像は、初代最高裁判所長官Prof. Dr. Raden Soe-
laiman Eff endi Koesoemah Atmadja〔クスマ アトマジャ〕判事。
在任期間は、1945年－1952年。）

　調査団は、2014年10月18日にインドネシア最高裁判所を訪問してイ・グ スティ・アグ ン・スマ
ナタ（I Gusti Agung Sumanatha）判事に話を伺った。同判事は、長年インドネシアにおける知
財法とその執行に関するインフラ整備に携わり、日本のJICA、法務省、最高裁、早稲田大学そ
して弁護士との協力関係を築きあげてきた方である。また、毎年の訪日研修を企画したり、研修
教材を作る等して、裁判官の育成にも尽力されている。




